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研究紹介：血中分泌型microRNAと臨床検査
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図：microRNAの生合成と分泌

11月26日、緊急検査部会の府民・他職種公開講座に参
加させていただきました。内容はインフルエンザに

ついての事でした。
　１題目、櫛引先生の“インフルエンザの迅速診断キット
の選択は、どうされていますか？”は多数のキットの使い
勝手や判定ラインの見やすさの検討をされた結果を見せ
ていただいて、やはりキットごとに長所短所はあるものだ
なぁと改めて思いました。感度の良さは重要ですが、コス
ト、使いやすさ、判定しやすさも考えて今後キットの検討
をするような際にはそれらを念頭に置いて検討してみたい
と思いました。
　２題目、早川先生の“抗インフルエンザ薬”では、私が
全く知らなかった薬の種類や作用機序を知ることができま
した。各々の薬の特徴、機序についての詳しい説明をして
いただいたので、これを機会に抗インフルエンザ薬のこと
をもっと調べて知識を得たいです。
　３題目、佐々木先生の“不思議の国のインフルエンザ診
療”では、医師の立場からみた、インフルエンザの診断の
仕方にはとても興味深かったです。一般的な風邪とインフ

ルエンザの症状経過の違いの図は覚えておきたいと思い
ます。また、インフルエンザの検査で陽性が出てインフル
エンザの薬を飲んでいたにも関わらず、症状が治まらない
ことから再診の結果他の感染症が混合している症例もある
と聞いて、そんなこともあるのか…と大変勉強になりまし
た。今回学んだ内容を活かし日々の業務に取り組みたいと
考えました。
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私は、大阪大学の「予防診断学研究室」で岩谷良則先
生と渡邉幹夫先生の指導のもと、社会に役立つ独

創性の高い研究を目指して、毎日充実した大学院生活
を送っています。
　研究テーマは、「自己免疫疾患の予後診断法の開発」
で、代表的な臓器特異的自己免疫疾患である自己免疫
性甲状腺疾患（橋本病・バセドウ病）をモデルに、自己
免疫疾患の発症や増悪を予知できるようにする検査診
断法の開発を行っています。

　この研究テーマにおいて、私は、最近注目されている
「血中分泌型microRNA」を予後予測のマーカーとして
利用できないかを検討しました。microRNA は、22 塩
基程度の短いnon-coding RNA であり、標的mRNA
に結合することでその遺伝子の発現を抑制します。遺
伝子全体の３分の１以上を制御していると言われてお
り、様々な生理現象や疾患と深く関わっています。
　近年、このmicroRNA がエクソゾームと呼ばれる分
泌顆粒の中に含有され、血液をはじめとする様々な体
液中に分泌されていることが分かりました。
この分泌型microRNA は、他の細胞に取り込まれてそ
の細胞内で機能するという報告もあり、新たな細胞間
コミュニケーションの担い手ではないかと注目されて
います。また、様々な体液中に安定して存在する分泌型
microRNA は、新たなバイオマーカーとしても期待さ
れています。
　たとえば尿や唾液中の分泌型microRNA をバイオ
マーカーとして使用できれば、非侵襲性の良い検査が
できる可能性があります。現在、免疫制御に関わる分泌
型microRNA の１つが、自己免疫性甲状腺疾患の病態
に関わっている可能性を見出しており、研究をさらに
進めていきたいと考えています。

　以前、ゲノムのたった2％が蛋白をコードする遺伝子
で、残りはジャンク（がらくた）DNA とよばれていま
した。しかしmicroRNA のような蛋白をコードしない
non-coding RNA がゲノムの約70％を占めているこ
とが明らかになり、さらにmicroRNA 以外にも様々な
non-coding RNA が存在することも解明されてきま
した。血中分泌型microRNA のように核酸が血中を循
環して細胞間コミュニケーションに関与するというの
は大変な驚きです。

　この４月から名古屋大学医学部附属病院臨床検査部
で勤務することになりましたが、まだまだ謎の多い生
命現象の新しい知見をいち早く臨床検査に取り入れ、
革新的な検査診断法を開発できるように頑張っていき
たいと考えています。
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